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シニアの気になる目の病気　早期発見！早期治療！ 
北海道視能訓練士会　広報部　蝶野 恵里 

 

視能訓練士は北海道には約６００人。 
全国的にみても、まだまだ足りないと言われている。 

1971年に視能訓練士法が制定され、国家資格を持つ医療専門技術職
として誕生。 
70年代は、小児の弱視や斜視の視能矯正や訓練が主だった。 

1993年に視能訓練士法が改正され、視能訓練士の業務が拡大。 
現在は、弱視や斜視の視能矯正、眼科一般検査の他に、検診業務や
ロービジョン者のケアにも携わっている。 

視覚とは、視力や見える範囲、遠近感、ピント調節機能などの総称で 
外界の情報を快適に見るための機能。 
人は、視覚を含める五つの感覚器で外界からの刺激を捉え、 
その情報を脳で処理をしている。 

視覚は、人において最大の情報量を得る感覚器。 
視機能は健康寿命とも密接に関わっている 

眼球は、情報を得るための感覚器であり、脳は知覚・認知を司る。 
眼球からの情報が、大脳の後頭葉にある視覚中枢へ達することによ
り、私達はものを見ることできる。



　 

眼球には、角膜と水晶体という二つのレンズと、カメラで例えると、
フィルムの役割をする網膜、その情報を脳に伝える視神経がある。 

外界からの光情報が、目に入射し、角膜や水晶体などの組織が光情報
を集め、網膜という細胞の集まった薄い膜に像を結ぶ。 
そこで光情報は電気信号に変換され、視神経を通って脳まで情報が伝
わる。このような機序で我々は、ものを見ることができる。 

細かなものを見分けることができる能力のこと。 
検査では一般的に、Cの形をしたランドルト環が使われる。 

  

裸眼とは、眼鏡などをかけていない時の視力。 
矯正視力は眼鏡レンズやコンタクトレンズなどで矯正している時の視
力のこと。 

光情報が眼に入射し、網膜上で焦点を結んでいれば、はっきり見え
る。 

焦点が網膜から離れていると網膜上に、ピントが合わない情報が投影
されるので、見え方もぼやけて見える。



 

焦点が網膜上にない目の屈折の状態を屈折異常と言う。 
網膜に対してどこに焦点を結んでいるかで遠視、近視、乱視に分類さ
れる。 

屈折異常は、レンズを入れることによりピントが合った映像が網膜上
に投影され、はっきり見えるようになる。 
その時の視力を矯正視力と言う。 

光の通り道、水晶体に濁りがあると網膜に鮮明な像が投影されず見え
方は、曇りガラスごしに見ているようになる。 

角膜や水晶体・硝子体などの光の通り道に眼疾患があり、透明性が失
われると、どんなにレンズで矯正しても、鮮明な像が網膜に届かな
い。矯正視力が下がる。 

代表的な眼疾患が、水晶体が濁ってしまう白内障。　 
白内障の見え方の症状としては、霞む、ぼやけて見える。また、光が
散乱するため、眩しさや、二重に見えるなどの症状が現れることもあ
る。 

網膜の機能が低下していると、脳に鮮明な像を伝えることができな
い。 
このような、場合も矯正視力が低下する。 

光の通り道や、網膜に眼疾患があると、 
レンズで矯正しても視力が出にくくなる。 
矯正視力の低下を感じたら、目の病気を疑うサイン。



視野とは、片眼で眼を動かさずに見ることの出来る範囲のこと。


眼科臨床では、このようなドーム型の視野検査機器を使用して、 
視野の広がりや感度低下を詳しく調べる。 

右眼の視野の広がり。赤い点が見ている中心。グレーの点は、脳へ
つながる視神経の入り口で盲点と言う。ここは、誰もが見えない場
所。視野は耳側が広くなっている。 

視線を向けている中心が最も感度が高い場所で、中心窩と言いう。 
一般的な視力検査では、この中心窩での見え方を評価している。 

眼は左右にある。 

人の視野は、左右が独立している訳ではなく、重なる部分がある。
この範囲を両眼視野といい、距離感、遠近感、立体視の成立に重要
な役割を果たしている。

片眼に暗点があった場合のシュミレーション。暗点があっても、他
眼眼で補うことができる。また、中心窩から離れた暗点のため、視
力は保たれる。
つまり、視野の中に暗点が現れても、日常では気づきにくい。



このような病態を有するのが、緑内障。 
緑内障は、網膜からの情報を脳に伝える視神経の障害。 
視神経は、100万本の神経繊維の束から成り、その神経繊維が年齢
に伴う変化よりも、早く減少してしまう病気。 

神経繊維が障害されると、その部分に相当する、視野が欠ける。 
障害された神経繊維は回復しないため、進行予防が治療の主目的。 
早期発見、早期治療が重要。 

日本における失明原因の割合。 
緑内障は自覚症状の乏しさも要因となり１位。 
40歳以上で20人に1人が緑内障であると言われている。 

緑内障の原因の一つに、眼圧が高いことが挙げられる。 
眼圧とは、眼の硬さのことで、眼圧が高い状態が続くと、視神経が
障害され、後に視野に障害が現れる。 

さらに、緑内障が見つかりにくい要因がある。 
日本人の緑内障の７割は正常眼圧緑内障であること。 
眼圧が正常範囲内のため、眼圧検査だけでは見つけることはできな
い。 

定期的な眼の検査が重要。 
40歳を過ぎたら定期的な眼の検査が’推奨されている。 
また、健康診断を受ける際は、視力や眼圧検査だけでは見つけられ
ない病気がある。網膜や視神経の状態も確認できる眼底検査も受け
ることが重要。 

早期発見には、違和感に早めに気付き、受診することも重要。 
セルフチェックを習慣づけましょう。



この表は、アムスラーチャート。視野の中心部分の検査表。 
このようなチェックシートを用いると、歪みや、部分的な暗点など 
中心部分の細かな変化を確認することができる。 

セルフチェックに関する情報。 

日本視能訓練士協会のホームページでも、 
このようなパンフレットをダウンロードできる。 

失明原因の上位を占める眼疾患の中に、初期には自覚症状がほとん
どない眼疾患がある。また、眼疾患が進行しても、視力には現れな
い場合もある。 

メッセージ 
●40歳を過ぎたら眼科検診を受けましょう。 
●眼に違和感を感じたら眼鏡店ではなく、まずは、
眼科を受診しましょう。 
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